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前回は、コア預金に関するアウトライヤーまでお話した。今回はコア預金モデルの具体的な導入のた
めの段取りに関して説明をする。

コア預金の定義と導入後の影響
コア預金とは、預金期日の定めのない預金の総称である。その種類としては普通預金、当座預金、通

知預金、貯蓄預金、別段預金、納税準備預金があり、期日の定めがない点で要求払預金、無期日預金と
も呼ばれる。
1. 規制に対する影響

要求払性預金のデュレーションは正面上無いが、コア預金概念の導入により、デュレーションを融資
等の運用資産のデュレーションに近づけることができるので、アウトライヤー基準上、金利リスクが小
さくなり通常、資本使用率的は有利になる。
2. 内部管理に対する影響

コア預金は、実質的に低金利での長期調達と同等であるから、より金利が高く収益向上に有利な運用
資産の選択が可能になる。また、規制に対する影響以上に資本使用率を効率的にできる可能性がある。
コア預金は、短期的に流出しない預金であるため、流動性リスク管理の高度化（又流動性リスクを小さく
する）に利用できる可能性もある。

コア預金推定モデル導入に係る要件
コア預金の導入に関して、監督当局は、明確な要件を現状提示していないが、総合的な監督指針には

以下のような記述がある。

コア預金を導入するには、以下のような要件が金融機関では必要であると考えられる。
１．コア預金の推定は、適切なモデルなどにより合理的な説明によってなされる必要がある。
２．コア預金導入に取締役や上級管理職の積極的な関与が不可欠である
３．コア預金の運用には、管理態勢が整備されるべきである。
４．内部、外部監査等による適切かつ定期的な態勢チェックが必要である。

コア預金推定モデル事例
コア預金残高推計モデルとしては、
１．ARMA モデル　　２．正規分布モデル　　３．JvD モデル（日銀発表）　　　などがある。

モデルの詳細は、発表する機会があれば整理してエフアイコンサルティングのホームページで報告し
たい。
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１．銀行勘定の金利リスクは、いわゆるコア預金（明確な金利改定間隔がなく、預金者の要求によっ
て随時払い出される預金のうち、引き出されることなく長期間銀行に滞留する預金）の定義によ
って、計算されるリスク量が大きく変動することを理解し、コア預金の内部定義を適切に行い、
バックテスト等による検証を行っているか。

２．金利リスク量はコア預金の定義によって大きく変動することとなる。一度選択したコア預金の
定義は合理的な理由がない限り継続して使用しなければならない。

「中小・地域金融機関向けの総合的な監督指針」より



コア預金推定モデル区分と推定モデルの紐づけ

コア預金を管理する単位は、通常コア預金対象の流動性預金をグループ化する必要がある。例えば、
コア預金対象をすべて含むグループを設定すれば、コア預金で設定する情報は 1 つで管理できるし、詳
細単位にグループ化すれば、普通預金、当座預金という単位で設定が可能になる。 

例えば 	

1．普通預金法人
2．普通預金個人　　　　　　　　　　　　　コア預金額安定性判断
3．当座預金法人　　　　　　　　　　　　　によるグループの最適化
4．当座預金個人　など

コア預金の収益性算定のための金利感応度算定について
　コア預金の残高が推計されたという前提で、そのコア預金に関する収益性の影響を算定するために

以下のような金利感応度分析を実施する必要がある。コア預金である流動性預金金利は、数割程度は市
場金利の影響を受けることから、流動性預金金利がどの程度市場金利と連動するか感応度によって、金
利変動を認識する。それを利用して最終的にはコア預金により増加した分の想定収益を算定する。

例えば、コア預金 1 兆円で感応度 0.1 の場合、0.1 兆円が金利変動効果を受けると想定する。 具体的
な流動性預金の感応度例は以下の通りになる。 

上記の円貨預金の感応度は以下の手順で算定 
１．感応度を商品ごとに算定 
２．流動性預金の商品ごとの残高にそれぞれの感応度を掛け合わせて、加重平均を求める 
３．1、2 より加重平均は 0.10 と算定されコア預金のうち 0.90 を固定金利調達と想定する。 

次回はプリペイメント導入の段取りを示す。
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